
 

1 
 

 

カケハシ・プロジェクト（米国） 

オンライン訪日（日本で働く・JET）フォローアップ事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的・概要】 

本プログラムは、カケハシ・プロジェクトの参加経験者（同窓生）を対象に、日本における就業に必要な

情報を知り、日本で英語教育に携わるカケハシ同窓生と交流することで、対日理解の促進、日本への関心

の拡大活動及びネットワーク活動を促進することを目的として実施しました。あわせて、同窓生同士の

交流、意見交換を通して同窓生ネットワークの強化を図りました。 

 

【参加者】米国（2024年度までのカケハシ・プロジェクト参加の同窓生）合計 21名 

（内訳）米国 21名（大学生・大学院生 3名、社会人 18名） 

 

【訪問地】愛媛県 

 

【日程】 

◼ オンライン同窓会：2026年 2月 17日（火曜日） 

1. 開会 

2. 挨拶 

外務省 北米局 北米第一課 原田 清太郎 外交実務研修員 

3. 【講義】「グローバル人材を取り巻く日本の雇用環境」 

講師：一般財団法人日本国際協力センター（JICE）多文化共生事業部 玉野 衣梨果 氏 

4. 同窓生によるプレゼンテーション 

「JET プログラムの ALT（注）として日本で働くということ」 

（注）JETプログラム：「語学指導等を行う外国青年招致事業」（The Japan Exchange and Teaching Programme）の

略称、ALT：外国語指導助手（Assistant Language Teacher）の略称 

発表者：カケハシ・プロジェクト同窓生（2019年度 日系人青少年招へい第 1陣）  

ライアン・オカザキ 氏 

5. 質疑応答 

6. 記念撮影 

7. 【交流】カケハシ同窓生ネットワーキング（グループにわかれて交流） 

8. 参加者への案内、閉会 
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２．記録写真 

  

【開会】 
【講義】 

「グローバル人材を取り巻く日本の雇用環境」 

  

【同窓生によるプレゼンテーション】 

「JET プログラムの ALT として日本で働くという

こと」 

【記念撮影】 

 

３．参加者から寄せられた質問・関心事項（抜粋） 

◆ 【講義】「グローバル人材を取り巻く日本の雇用環境」について 

 日本の学期（セメスター）の長さはどれくらいですか？ 同じ地域でずっと働くのですか、それとも

異動があるのでしょうか？ 

◆ 【同窓生によるプレゼンテーション】について 

 今年が JET で 5年目だとおっしゃっていましたが、毎年応募し直す必要があるのですか？今後のご

予定についても教えてください（JET プログラムを利用してどれほどの期間滞日するつもりか、そ

の後は何をする予定なのか）。 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 米国 大学院生 

私たちが参加したプログラムは「日本で働く」というもので、とても有益で、日本国外で働くため

のさまざまな機会について多くを学ぶことができました。 

◆ 米国 社会人 

社会学とエスニック・スタディーズを学んできた経験があったため、ハイコンテクスト／ローコン

テクストのコミュニケーション・スタイルという概念にはある程度馴染みがありました。 
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そのうえで、JICE の講師がこれらの概念を、日本で就労を目指す外国人という具体的なケースに

当てはめて説明していた点がとても良かったです。また、米国と日本が比較的強い関係を持ってい

るにもかかわらず、日本で米国人が雇用されることがどれほど珍しいのかについては知らなかった

ため、提示された統計に興味を持ちました。 

 

５．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 講師 

  北米出身の方が日本で仕事をし、生活していこうと考えた時、まだまだ機会が限られているのが現

状です。それでも発表後、日本企業の米国支社での就職や、日本語能力向上のためにできることにつ

いての質問が見られ、日本で働き生活することをあきらめず、現実を見据えて次の行動を考えようと

している参加者の姿がとても印象的でした。 

 

実施団体：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 

 


